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今月のＴＯＰＩＸ  ～推薦入試・AO入試について～ 

□ＡＯ入試 

ＡＯ入試は、1990 年に慶應義塾大学が湘南藤沢キャンパス

で最初に導入した入試方式で、その後私立大学を中心に 

急速に拡大しました。大学が求める人物像（アドミッション・ 

ポリシー）に合致した学生かどうかを基準に、書類や面接  

などで合否を判定する入試方式です。したがって、原則と  

して学力試験は課されず、志望動機や意欲、将来性などを

中心に評価されます。しかし、大学によってアドミッション・ 

ポリシーは異なる上に、意欲や将来性を評価する手段は  

大学によってさまざまであるので、ＡＯ入試のスタイルは  

非常にバラエティに富んでいると言えます。1 次選考を通過

したものには。2 次選考として面接試験や小論文試験などが

課される場合が多いです。大学によってはプレゼンテー  

ションやディスカッション、フィールドワークなど、より実践的

な試験が課される場合もあります。 

前回は入試の多様化について紹介しました。今回は「推薦入試」

と「ＡＯ入試」について詳しく紹介をしていきます。 

 

□推薦入試 

推薦入試とは、原則として出身高校の校長の推薦を受け、主に 

調査書で合否を判定する入試制度です。校長による推薦の有無

がＡＯ入試との大きな違いです。原則として学力試験は免除  

されますが、小論文や面接試験を課す大学が多いです。国公立

大学ではセンター試験を課す場合が多く、2015 年度入試では  

81の国公立大学の推薦入試でセンター試験が課されました。 

推薦入試は、大きく分けて指定校推薦と公募推薦に分けられ  

ます。 

 

【指定校推薦】 

指定校推薦は、大学からの推薦枠を貰った高校からしか出願  

できません。したがって、自分の通っている高校が志望校大学の

指定校推薦の対象になっているかどうかを確認する必要があり 

ます。また、高校ごとに推薦枠の人数も決まっているので、推薦

を受けて出願するためには校内での選抜で高校の代表に選ばれ

なければなりません。校内選抜の基準は高校によって多少異なり

ますが、基本的に高 1から高 3の 1学期までの成績が重視され、

部活動や生徒会活動など、学業以外の活動や、出席日数、   

授業態度など、総合的に学校の代表としてふさわしいかどうかが

評価の対象となります。校内選抜を通過して出願できれば   

合格率は高いですが、100％ではないので油断しないように   

しましょう。また面接や小論文が課されることが多いので、それら

の対策も必要となってきます。 

 

【公募制推薦】 

公募制推薦は、指定校推薦とは異なり、どの高校からも出願でき

ます。ただし、大学・学部ごとに出願資格が厳密に決められて  

いるので、自分が出願資格を満たしているかどうか、募集要項で

確認する必要があります。出願資格は主に、高 1 から高 3 の   

1 学期までの成績、出席日数、部活動、生徒会活動、資格、   

ボランティアなどの実績などです。通常、国公立大学では評定 

平均 4.0 以上や学習成績概評Ａが要求されることが多いです。 

私立大学では、評定平均値 3.5以上、学習成績概評Ｂ以上として

いるところが多いですが、難関私立大学では国公立大学と同様

の基準となっている場合もあります。 

 

【先月の解答】   「え」   

アルファベット順の頭文字 

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 

【今月の問題】 

Ａ：1 3 5 7     Ｂ：2 4 6 

8 が入るのはＡかＢどちらでしょうか？ 

（偶数・奇数ではありません。） 

10月 10日（土） 

英語検定 
 

しめきり 9月11日（金） 

 

10月 31日（土） 

漢字検定 
 

しめきり 9月25日（金） 


